
女性活躍推進法に基づく湘南信用金庫行動計画について、次の通り情報を公表します。

女性の活躍に関する情報公表

令和8年6月30日

令和元年度 令和2年度

・採用した労働者に占める

　女性労働者の割合

・労働者に占める

　女性労働者の割合

・男女の平均勤続勤務

　年数の差異

・係長級にある者に占める

　女性労働者の割合

・管理職に占める

　女性労働者の割合

　※各年度末時点

（注釈・説明）

・ 対象期間 令和７年度

（令和7年4月1日～令和8年3月31日）

・ 対象者 対象期間において全月分の給与、

賞与等の支給を受けた者

　当金庫における男女の賃金差異発生要因は２点あると認識している。１点目は管理職比率、２点目は

所定外労働時間への対応である。

　 　１点目の管理職比率においては、すべての採用を総合職として行っている中、役席者比率は令和8

年3月末現在で70.5％、うち女性役席者比率は31.9％となっている。このうち管理職においては32.5％

を占める中、そのうち女性の比率は9.8％となっており、昨年と比較し増加しているものの、この点が賃

金差異が生じている要因の一つと捉えている。管理職の前段となる支店長代理職への昇格について

は昨年度においても男女比率が５：５となっており、人財育成やキャリアアップ面にて男女の差異は無

く、昨年と比較し差率は縮まってきている。引き続き労働者が成長を感じられる職場環境について、維

持向上を目指す。

　２点目の所定外労働時間への対応については、現状男性職員が主体となっていることが挙げられる。

この点において、組織全体でのノー残業デーを定期的に実施することや、更なる所定外労働時間管理

を徹底し労働時間の抑揚をつけることにより、男女問わずワークライフバランスを整えるとともに、スキル

向上にも繋げていきたい。

　非規雇用労働者については、対象者における女性の割合が86.7％を占めるものの、配偶者の扶養範

囲内での労働が主体であることが、少人数ながらも一日の労働時間が長い男性と比較し、差異が発生

している要因と認識している。当金庫としても貴重な戦力であることから、その働き方については労使の

相互理解を深めていく方針である。

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

52.8% 59.0% 52.6% 63.9% 53.3% 56.8% 57.4%

39.3% 40.1% 40.8% 42.0% 42.1% 43.1% 49.1%

3.4年

36.7% 36.9% 34.6% 39.1% 40.9% 46.6% 48.6%

3.8年 3.6年 2.4年 ４.0年 3.6年 3.7年

（うち非正規雇用労働者） ６４．３％

令和3年度

9.8%

男女の賃金の差異に関する実績

令和8年6月30日

（全労働者） ６９．３％

（うち正規雇用労働者） ７１．１％

6.9% 8.2% 8.8% 8.4% 9.0% 9.1%


